
2023年 3月期
中間株主通信
2022年 4月 1日～2022年 9月 30日

証券コード：3646〒102-0083　東京都千代田区麹町5丁目4番地
電話：03-6367-5951
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代表取締役社長  金田　直之

私は、株式会社駅探のキャラクター、「えきタン」と申します。
以前から株主の皆様には、株主通信の表紙でおなじみのことと思います。
今回の株主通信のインタビューは、私「えきタン」が皆様を代表してインタビュアーを
務めさせていただきます。株主の皆様！ならびに、金田社長よろしくお願いします。

「えきタン」よろしくお願いします。
いつも我が社の大人気キャラクターとして、また乗換案内「駅探.com」のアイコンと
していつも大活躍してくれてありがとうございます。本日は、よろしくお願いします。

えきタン

２Q業績予想に対し、
大幅な増益（営業利益）

バーティカル展開「駅探 PICKS」に加えホリゾンタル展開
として「駅探 LOCAL」開始とトップへのモジュールを追加

単位 : 百万円

（対２Q予想進捗率）

Q 2023年3月期第2四半期の決算を発表されましたが、
どのような内容だったのでしょうか？

Q 主な取り組みや重点施策をご説明いただけますか？

　2023年3月期第2四半期は、第２四半期業績予想に対して営業利益は
150%と大幅な増益を達成しました。
売上高は、売上高は、15億2900万円 前年同四半期比1.2％減　EBITDAは、
1億5300万円 前年同四半期比1.6％減　営業利益は、6,300万円 前年同四
半期比0.8％増となっています。
　セグメント別の業績ですが、一つ目のセグメントのモビリティサポート
事業は、売上高は7億8900万円 前年同四半期比3.6％減　EBITDAは2億
5,500万円 前年同四半期比19.2％減　セグメント利益は２億2,600万円 
前年同四半期比19.7％減となり、計画通りに推移していますが、前年同四半
期に対しては減収減益となりました。

　主な要因といたしましては、駅探ドットコムや駅探アプリといった保有
メディアへのアクセス数増による広告売上の増加や出張管理システムの改
修案件の受注により伸長しましたが、乗換案内サービスのコモディティ化
による継続的な有料会員の減少による売上減少分を補うには至りませんで
した。なお、重要KPIである駅探ドットコムPVは、新型コロナウイルス感染
症による移動制限の緩和、サイトの改善施策の実行により右肩上がりと
なっています。

　次に２つ目のセグメントである広告配信プラットフォーム事業は売上高
は7億4,000万円 前年同四半期比1.4％増　EBITDAは、4,100万円 前年同
四半期比70.6.％増　セグメント利益は、1,700万円のマイナスとなり、増
収、利益は改善いたしました。主な要因といたしましては、2021年８月の改
正薬機法に対応した新掲載基準によるサークアアドネット運用を行ったこ
とで、2021年12月以降、広告配信サービスは順調な回復傾向が継続してい
ます。
　また、株式会社サークアでのれん等の償却費を含めた損益分岐点の売上
高の水準に達したことで増益になったものの、前連結会計年度からサービ
ス開始のバーティカルメディア「駅探PICKS」において、サイト構築などの
先行投資を実施したことにより、セグメント損失となっています。

　弊社は、地域マーケティングプラットフォーム構想を掲げており、５つの
戦略に基づき、第２四半期は以下の施策を実施しました。
　ハイブリッド型バーティカルメディア展開におきましては、各カテゴ
リーの収益拡大の施策として、駅探ドットコムに「駅探PICKS」と「駅探
LOCAL」のモジュールを追加しました。こちらは、駅探ドットコムトップ
ページに駅探PICKS、駅探LOCALのハブモジュールを設置し、リンク
ジュースの適正な配分を実施することで、検索流入数を増加させ、アフィリ

エイト売上のアップを狙ったものになります。また、今後の施策としては、
自治体、鉄道会社との提携を推進し、地域情報を中心にコンテンツ強化を
図ってまいります。

トップインタビュー
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PV（ページビュー）推移

ハイブリッド型バーティカルメディア展開
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ジャンルを選び

駅を選び

駅探乗り換え案内
https://ekitan.com/

狙い
駅探ドットコムトップページに駅探PICKS、
駅探LOCALのハブモジュールを設置する
ことでリンクジュースの適正な配分を実施

期待する効果
検索流入数増やすことで、
アフィリエイト売上のアップ

今後は自治体、鉄道会社情報も掲載しコンテンツ強化を図る

2023年3月期第2四半期
決算報告

　サークアアドネット事業展開におきましては、
2021年８月の改正薬機法に対応した新掲載基準によるサークアアドネッ
ト運用を行った2021年12月以降、順調に復調の傾向を継続しております。
更なる収益拡大の施策として、今まで配信していなかった、レコメンドウィ
ジェット枠の拡大のための開発が完了し、各メディアへ展開を行っており
ます。

　MaaS事業展開におきましては、当社のMaaSは、乗換案内技術を活用し
たオンデマンドの複合経路検索サービスの提供に加え、ユニークな取り組
みとして、高齢者向けの電話による自動音声予約機能を搭載しており、
SDGs＃11「（高齢者が）住み続けられる街づくり」に貢献するものとなって
おります。昨年度、北海道の江差町で行った実証実験の第２フェーズとし
て、新たな機能でありますLineアプリに連動した予約、情報配信機能を追
加し、現在、実証実験を行っております。今後は、江差町の第３フェーズとし
て、地域を拡大し、2022年12月にも実証実験を行う予定でおります。

　地域ターゲティング事業展開におきましては、施策の１つとして、7月20
日に開示しました通り、表示灯様が発行するJR東日本主要６駅の情報紙
「from STATION」との連動型広告メニューの開始を致しました。これによ
り、地域軸でのリアルとネットの広告を事業主に提供を実現します。また、
地域ターゲティング事業展開の重要施策である地域アドネットワーク構築
に向けては、現在、企画検討を行っております。

　M&A・アライアンス戦略におきましては、 10月24日に開示しておりま
すが、インターネット広告代理機能を有するプラウドエンジン株式会社の
100％株式取得の契約を締結し、11月30日に駅探グループへ加入いたしま
す。この狙いは、プラウドエンジン広告提案力・広告運用力を用いて、地域
マーケティングプラットフォーム構想の２大要素であります「取り込む」
「つなぐ」のうち事業者とユーザーを「つなぐ」の強化を行うことです。具体
的には、メディア領域においては、プラウドエンジン社が有する「広告運用」
機能を地域マーケティングプラットフォーム構想に活用することで、駅探
メディアの広告収入アップやバーティカルメディアのアフィリエイト売上
アップが期待されます。また、広告領域では、既存の広告商材「駅ごと広告」
にプラウドエンジン社の広告ソリューションを加えた広告商材の拡張や、
サークア社の既存広告代理店・提携メディアとのクロスセルが可能となり
ます。
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Q 今期の業績予想をご説明いただけますか？

　弊社は、地域マーケティングプラットフォーム構想を掲げており、５つの
戦略に基づき、第２四半期は以下の施策を実施しました。
　ハイブリッド型バーティカルメディア展開におきましては、各カテゴ
リーの収益拡大の施策として、駅探ドットコムに「駅探PICKS」と「駅探
LOCAL」のモジュールを追加しました。こちらは、駅探ドットコムトップ
ページに駅探PICKS、駅探LOCALのハブモジュールを設置し、リンク
ジュースの適正な配分を実施することで、検索流入数を増加させ、アフィリ

エイト売上のアップを狙ったものになります。また、今後の施策としては、
自治体、鉄道会社との提携を推進し、地域情報を中心にコンテンツ強化を
図ってまいります。

　2023年3月期は、増収増益を予想しております。具体的には、
売上高35億1,160万円で 前年同期比　21.5％増　
EBITDA　3億8,687万円で 前年同期比　21.2％増　
営業利益1億8,094万円で 前年同期比　30.4％増を予想しております。
　中期経営計画に示した地域マーケティングプラットフォーム構想の実現
に向けて、５つの戦略、ハイブリッド型バーティカルメディア展開、サーク
アアドネット事業展開、MaaS事業展開、地域ターゲティング事業展開、
M&A・アライアンス戦略を強力に実行してまいります。

Q 直近のトピックスはございますか。
 11月9日付で、自己株式の取得と消却の実施を開示しております。これは、
株主還元や収益性の改善などを実現する資本政策の実施になります。具体
的には、自己株式取得、消却を行うことで発行済株式総数が減少するため、1
株当たりの純資産、1株当たりの利益が増加し、企業価値、資本効率の向上効
果を見込んでおります。

Q 株主の皆様にひと言、お願いします。
　私どもが目指しております「地域マーケティングプラットフォーム」構想の
重要なエッセンスは、「取り込む」と「つなぐ」の２つになります。地域マーケ
ティングプラットフォーム構想とはユーザー情報・事業者情報を「取り込み」、
乗換案内エンジン、サークア広告配信技術、さらに11月30日に加わるプラウド
エンジン社の広告提案・運用力などの駅探グループの事業資産を活用して、
「駅」を軸に情報を解析・整理し、事業者とユーザーをつなごうとするものです。

　この構想を実現することで、従来の「移動を調べる」ことによるマネタイズ
から、移動した着駅周辺でのネクストアクションをサポートすることで、
新たなマネタイズポイント創出を実現してまいります。今期も全社員が地域
マーケティングプラットフォーム構想を実現すべく努力し、事業の発展・拡大
を実現し、企業価値向上に邁進する所存でございます。今後とも引き続き、駅
探グループをよろしくお願い申し上げます。

RMPのエッセンス：ユーザー情報＆事業者情報を「取り込む」＆事業者とユーザーを「つなぐ」
乗換案内エンジン　×　サークア広告配信技術　を活用し、事業者とユーザーを「つなぐ」

株式会社サークアの月別売上推移
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地域ターゲティング事業展開

地域マーケティングプラットフォーム（RMP）「つなぐ」の強化

M&A・アライアンス戦略

×
名称：プラウドエンジン株式会社
所在地：東京都新宿区西新宿一丁目22番２号
設立年月日：2019年２月27日
事業内容：・インターネット広告代理事業
　　　　　・Web広告運用の内製化支援
　　　　　・マーケティングデータの活用支援

資本金：40,100千円
業績：売上高710百万円、営業利益18百万円
　　　（2021年10月1日～2022年7月31日）
株式譲渡実行日：2022年11月30日（予定）｠

取り組む 乗換案内エンジン

サークア広告配信技術

DB アルゴリズムユーザー
移動情報 駅データ

バス停データ
路線データ

時刻表
価格表
地図情報

乗換案内＆
派生機能
アルゴリズム

着・発地点
移動スピード

スポット情報
（事業者情報）

店舗・求人・物件・
その他スポット情報 月間 60～80 億広告配信技術

機会学習・行動ターゲティング技術

つなぐ

メディア領域

プラウドエンジン社が有する
「広告運用」機能をRMPに活用

・駅探メディアの広告収入アップ
・バーティカルメディアのアフィリ
　エイト売上アップ

広告領域

既存の広告商材「駅ごと広告」に
プラウドエンジン社の広告ソリュー
ションを加えた広告商材の拡張

サークア社の既存広告代理店・提
携メディアとのクロスセル

行動識別子

整理
分類
表示

配信

（ご参考）2022年９月30日時点の自己株式の保有状況
発行済株式総数（自己株式を除く）：5,593,684株　　　自己株式数：1,225,116株

（2022年11月9日開示）
自己株式の取得と消却の実施

自己株式の取得・消却を行う理由
機動的な資本政策の実施
【資本政策】
１）株主還元　　２）収益性の改善

期待する効果
自己株式の取得・消却により、発行済
株式総数が減少するため、1株当たり
の純資産（BPS）、1株当たりの利益
（EPS）が増加し、企業価値、資本効
率の向上効果が見込める

取得に係る事項の内容 消却に係る事項の内容
（１）取得する株式の種類
　　当社普通株式 
（２）取得する株式の総数
　　750,000株（上限）
（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合 13.41％） 
（３）株式の取得価額の総額
　　374,250,000円(上限)

（１）消却する株式の種類
　　当社普通株式
（２）消滅する株式の総数
　　800,000株
（消却前の発行済株式総数に対する割合 11.73％）

（３）消却予定日
　　2022年11月30日 
（４）消却後の発行済株式総数
　　6,018,800株

　サークアアドネット事業展開におきましては、
2021年８月の改正薬機法に対応した新掲載基準によるサークアアドネッ
ト運用を行った2021年12月以降、順調に復調の傾向を継続しております。
更なる収益拡大の施策として、今まで配信していなかった、レコメンドウィ
ジェット枠の拡大のための開発が完了し、各メディアへ展開を行っており
ます。

　MaaS事業展開におきましては、当社のMaaSは、乗換案内技術を活用し
たオンデマンドの複合経路検索サービスの提供に加え、ユニークな取り組
みとして、高齢者向けの電話による自動音声予約機能を搭載しており、
SDGs＃11「（高齢者が）住み続けられる街づくり」に貢献するものとなって
おります。昨年度、北海道の江差町で行った実証実験の第２フェーズとし
て、新たな機能でありますLineアプリに連動した予約、情報配信機能を追
加し、現在、実証実験を行っております。今後は、江差町の第３フェーズとし
て、地域を拡大し、2022年12月にも実証実験を行う予定でおります。

　地域ターゲティング事業展開におきましては、施策の１つとして、7月20
日に開示しました通り、表示灯様が発行するJR東日本主要６駅の情報紙
「from STATION」との連動型広告メニューの開始を致しました。これによ
り、地域軸でのリアルとネットの広告を事業主に提供を実現します。また、
地域ターゲティング事業展開の重要施策である地域アドネットワーク構築
に向けては、現在、企画検討を行っております。

　M&A・アライアンス戦略におきましては、 10月24日に開示しておりま
すが、インターネット広告代理機能を有するプラウドエンジン株式会社の
100％株式取得の契約を締結し、11月30日に駅探グループへ加入いたしま
す。この狙いは、プラウドエンジン広告提案力・広告運用力を用いて、地域
マーケティングプラットフォーム構想の２大要素であります「取り込む」
「つなぐ」のうち事業者とユーザーを「つなぐ」の強化を行うことです。具体
的には、メディア領域においては、プラウドエンジン社が有する「広告運用」
機能を地域マーケティングプラットフォーム構想に活用することで、駅探
メディアの広告収入アップやバーティカルメディアのアフィリエイト売上
アップが期待されます。また、広告領域では、既存の広告商材「駅ごと広告」
にプラウドエンジン社の広告ソリューションを加えた広告商材の拡張や、
サークア社の既存広告代理店・提携メディアとのクロスセルが可能となり
ます。

MaaS事業展開
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2,422,696
1,118,810
70,964
958,330
89,514

前連結会計年度

2022年3月31日現在

当第 2四半期
連結会計期間

2022年9月30日現在

2,260,423
1,201,208
73,257

1,040,745
87,205

3,541,506 3,461,631

25,635,200株
5,593,684株
（自己株式1,225,116株を除く）

3,893名

【資産の部】

発行可能株式総数
発行済株式の総数

株　 　 主　 　数  

株式会社BoldInves tment
パ イ オ ニ ア 株 式 会 社
神 原 伸 夫
渡 辺 佳 昭
株 式 会 社 ぐ る な び
株 式 会 社 S B I 証 券
楽 天 証 券 株 式 会 社
一 般 社 団 法 人 V I P
J.P.MORGAN SECURITIES PLC
松 岡 真 二 郎

(注１)当社は、自己株式を1,225,116株保有しておりますが、上記の株主からは除外しております。　
(注２)持株比率は自己株式を控除して算出しております。

会社概要
（2022年9月30日現在）

四半期連結貸借対照表（要約）　（単位：千円）

連結キャッシュ・フロー計算書（要約）　（単位：千円）

株式の状況
（2022年9月30日現在）

大株主(上位１０名）
持株数株　主　名
1,700,000

588,000

200,000

163,000

158,200

137,927

124,100

75,000

64,200

51,600

30.39

10.51

3.58

2.91

2.83

2.47

2.22

1.34

1.15

0.92

流動資産
固定資産
　有形固定資産
　無形固定資産
　投資その他の資産
資産合計

403,725
298,841

365,405
283,315

702,566 648,720

【負債の部】

負債合計

流動負債
固定負債

2,838,940
291,956
293,531
2,926,669
△673,216

2,812,911
291,956
293,531
2,857,443
△630,019

2,838,940 2,812,911

【純資産の部】

純資産合計
3,541,506 3,461,631負債純資産合計

株主資本
　資本金
　資本剰余金
　利益剰余金
　自己株式

1,549,014
1,032,161

前第2四半期
連結累計期間

2021年4月  1日から
2021年9月30日まで

2022年4月  1日から
2022年9月30日まで

当第2四半期
連結累計期間

1,529,671
1,063,502

516,853
453,851

466,168
402,631

四半期連結損益計算書（要約）　（単位：千円）

売上
売上原価

前第2四半期
連結累計期間

2021年4月  1日から
2021年9月30日まで

当第2四半期
連結累計期間

2022年4月  1日から
2022年9月30日まで

売上総利益
販売費及び一般管理費

1,580
640

2,301
626

営業外収益
営業外費用

63,753
33,612

65,212
16,279

税金等調整前当期純利益
法人税等合計

63,002 63,536営業利益

63,942 65,212経常利益
- -特別利益

188 -特別損失

30,141 48,932四半期純利益
- -非支配株主に帰属する四半期純利益

30,141 48,932親会社株主に帰属する四半期純利益

207,146 81,730営業活動によるキャッシュ・フロー
△727,216 △172,194投資活動によるキャッシュ・フロー
△77,329 △76,750財務活動によるキャッシュ・フロー
1,987,103 1,912,362現金及び現金同等物の期末残高

持株比率

財務諸表 会社概要・株式の状況

業績予想

2023年３月期の業績見通しにつきましては、
売上高3,511,609千円（前年同期比21.5％増） 
EB ITDA386,870千円（前年同期比21.2％増）
営業利益180,943千円（前年同期比30.4％増）
経常利益182,427千円（前年同期比29.5％増）
親会社株主に帰属する当期純利益133,676千円
（前年同期比66.7％増）を予想しております。

毎年4月1日から翌年3月31日まで
3月31日（中間配当を行う場合は9月30日）
毎年6月下旬
東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社
0120-782-031（フリーダイヤル）
〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
電子公告により行う
［公告掲載URL］https://ekitan.co.jp/
ただし、事故その他やむを得ない事由によっ
て、電子公告による公告をすることができな
い場合は、日本経済新聞に掲載します。

事 業 年 度
剰余金の配当基準日
定 時 株 主 総 会
株 主 名 義 管 理 人

（電 話 照 会 先）
郵 便 物 送 付 先

公 告 の 方 法

株主メモ

株式会社 駅探（Ekitan & Co.,Ltd.）
291百万円
東京証券取引所グロース
〒102-0083
東京都千代田区麹町五丁目4番地
1.インターネットを利用した情報提供サービス業
    ならびに情報処理サービス業
2.コンピュータを利用した、ソフトウェア・ホーム
    ページ等の企画・開発・デザイン・制作・ 販売
3.情報提供サービス・情報処理サービスに関する
    調査ならびにコンサルティング業務

商 号
資 本 金
上場証券取引所
所 在 地

主 な 事 業 内 容

役 員 代 表 取 締 役 社 長
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役（非 常 勤）
取 締 役（非 常 勤）
監 査 役（常　　勤）
監 査 役（非 常 勤）
監 査 役（非 常 勤）

金田　直之
奥津　浩一
小柳　智晃
亀本　圭志
小嶋　勝也
森田　幸史
松舘  　渉
竹谷　敬治
宗宮　英恵
小椋　明子

（社外取締役）
（社外取締役）
（社外監査役）
（社外監査役）
（社外監査役）


